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きょうさく_

脊柱管疾窄症と診断されました。急に痛
みが走るため、家で過ごすことが多くなり、

ふさぎ込む日々です。薬の服用や電気治療、

注射などを続けても改善せず、手術を勧めら

れています。薬の副作用や手術のりスクを教
(84歳、女性)えてください。
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腰
部
脊
廷
昌
狭
窄
症
と
は
五

つ
ぁ
る
腰
椎
屡
月
月
)
の
後
方
に

あ
る
神
経
の
通
り
道
(
脊
柱
管

が
腰
椎
自
体
の
変
形
や
鴇
板
の

変
形
、
脊
柱
管
後
方
の
塑
市
が
厚

し
て
、
長
時
間
続
け
て
歩
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
痛
み
の
た
め
休
憩
し
な
い
と

歩
け
丈
杢
怨
休
詣
署
繰
り
返

す
「
間
欠
性
踵
行
」
は
そ
の
一
つ

で
す
。
症
状
駕
く
气
下
肢
の

筋
力
減
少
や
運
動
器
の
衰
え
や
障

害
で
移
動
機
能
が
低
下
す
る
冒

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

ι

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

二
一

▲
=

く
な
る
こ
と
に
ょ
っ
て
狭
く
な
っ

て
し
ま
い
、
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て

症
状
が
生
じ
る
腰
椎
の
疾
患
で

す
。

主
な
症
状
は
腰
痛
、
下
肢
の
痛

み
や
し
び
共
脱
力
雫
す
。
進

行
す
る
と
股
間
の
ほ
て
り
、
残
尿

感
、
便
秘
な
ど
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
曲
型
的
な
症
状
と

1
圃

投
薬
な
ど
効
果
な
け
れ
ぱ
手
術
を

詩
卿

射
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
下
肢
の
痛

み
や
歩
行
能
力
改
善
に
効
果
が
あけ

り
脊
柱
管
内
の
神
経
の
束
(
馬

尾
や
神
経
根
の
血
流
を
改
釜
子

る
と
さ
れ
る
内
服
薬
オ
パ
ル
モ
ン

(
一
般
名
・
り
マ
プ
ロ
ス
ト
)
の

副
作
用
に
は
消
化
器
症
状
や
肝
機

能
異
常
が
あ
り
ま
す
が
、
ー
%
未

満
と
頻
度
は
低
い
で
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
の
効
果
が
な

中
高
年
で
間
欠
性
駛
行
や
下
肢

痛
、
座
っ
た
状
態
や
前
か
が
み
に

な
っ
て
軽
快
す
る
な
ど
の
症
状

で
、
お
よ
そ
謬
断
は
つ
き
ま
す

が
、
確
定
診
断
に
は
M
R
1
撮
影

や
脊
髄
造
影
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

治
療
に
は
投
条
屯
気
治
療
、

運
動
器
り
ハ
ビ
リ
、
プ
ロ
ッ
ク
注

圧
迫
を
取
り
除
き
ま
す
。
地
紅
損

傷
な
ど
の
合
併
症
の
り
ス
ク
は
あ

り
ま
す
が
、
技
術
は
向
上
し
て
お

り
、
脊
椎
脊
髄
専
門
医
に
ょ
る
手

準
あ
れ
ぱ
り
ス
ク
は
か
な
り
低

い
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

食
盧
県
整
形
外
科
医
会
大
井

雄
紀
・
西
室
屯
大
井
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

く
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
場

合
は
手
術
の
適
応
と
な
り
ま
す
。

問
欠
性
皷
行
蛋
者
な
場
合
は
手

術
に
ょ
る
脊
柱
管
拡
大
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

手
術
は
、
狭
く
な
っ
た
骨
の
ト

ン
ネ
ル
を
ド
リ
ル
な
ど
で
削
り
、

厚
く
な
っ
た
靭
帯
を
切
除
す
る
こ

と
で
脊
柱
管
を
拡
大
し
、
神
経
の


